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毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日は一家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましょ 

う。 

、 

毎月第1日曜日は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族による話 

しあいが大切です。 

日頃から交通安全について 

の知識を習慣づけることが 

大切です。 

 秋の味覚ナシちぎ り 

市場地方のブドウ、ナシはこの土地に適しているとあって栽培も盛んで、品質もよ 

く糖分もつよく、味がよいと好評、近年は北九州地方まで出荷されています。 

ことしは長雨による病害で作がらは昨年より、やや減産であるが、ブドウの出荷は終 

り、ナシの最盛期に入り、味覚の秋を皆さんの台所にとどけることでしょう。 

 市場の自川伊之吉さんの農園で 

議
案
「
十
六
件
」
可
決
 

九

月

定

例

町

議

会

 

昭
和
四
十
五
年
九
月
定
例
町
議
 

会
は
九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
 

の
二
日
間
開
か
れ
、
議
案
全
十
六
 

件
が
可
決
さ
れ
、
赤
池
町
水
道
事
 

業
に
つ
い
て
は
十
月
を
試
験
期
間
 

と
し
十
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
請
願
に
つ
い
 

て
は
上
部
団
体
に
強
く
要
望
す
る
 

こ
と
に
な
り
採
択
さ
れ
た
J
 

一
、
昭
和
四
十
四
年
度
水
道
事
業
 

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

二
、
昭
和
四
十
四
年
度
赤
池
町
立
 

病
院
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
 

に
つ
い
て
 

三
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
 

四
、
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
町
立
 

病
院
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

五
、
昭
和
四
十
五
年
度
水
道
事
業
 

会
計
補
正
予
算
 

六
、
赤
池
町
議
会
事
務
局
設
置
条
 

例
制
定
に
つ
い
て
 

七
、
赤
池
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
 

書
の
議
決
に
つ
い
て
 

九
月
定
時
登
録
者
数
 

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

第
一
投
票
区
 

男
 

一
、
一
一
】
ー
ー
ハ
人
 

女
 

一
、
五
一
八
人
 

計
 
二
、
七
四
四
人
 

第
二
投
票
区
 

男
 

七
四
八
人
 

八
、
町
有
財
産
無
償
貸
付
に
つ
い
 

て
 

九
、
赤
池
町
特
別
会
計
設
置
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
 

に
つ
い
て
 

十
、
赤
池
町
水
道
条
例
制
定
に
つ
 

い
て
 

十
一
、
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
 

及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
 

い
て
 

十
二
、
赤
池
町
財
政
調
整
基
金
に
 

関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
 

十
三
、
赤
池
町
土
地
開
発
基
金
条
 

例
制
定
に
つ
い
て
 

十
四
、
赤
池
町
水
道
基
金
条
例
制
 

定
に
つ
い
て
 

十
五
、
赤
池
町
下
水
道
基
金
条
例
 

制
定
に
つ
い
て
 

十
六
、
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

制
定
に
つ
い
て
 

請
願
 
失
業
対
策
事
業
制
度
の
存
 

続
と
改
善
を
求
め
る
請
願
書
 

女
 

八
七
五
人
 

計
 

一
、
大
一
一
三
人
 

第
三
投
票
区
 

男
 

九
一
一
一
人
 

女
 

一、 

一
〇
一
人
 

計
一
一
、
C

一
一
「
人
 

赤
池
町
有
権
者
数
 

男
 
ニ
、
八
八
六
人
 

女
 
三
、
四
九
四
人
 

計
 
六
、
三
八
〇
人
 

広
報
あ
か
い
け
は
毎
月
一
回
発
行
で
回
覧
 

板
は
緊
急
以
外
は
廃
止
し
ま
す
。
 



②
 

け
 

ふ
刀
 あ

 
広
 

け
 

い
 

か あ
 

報
 

広
 

(3) 

水
 
道
 
事
 
業
 

十

月

か

ら

営

業

開

始

 

料

金

徴

収

は

十

一

月

か

ら

 

九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
水
 

道
条
例
（
水
道
に
関
す
る
町
の
法
 

律
）
が
議
決
さ
れ
、
＋
月
一
日
よ
 

り
、
こ
の
条
例
に
従
っ
て
水
道
の
 

水
に
関
す
る
町
と
利
用
さ
れ
る
住
 

民
と
の
き
ま
り
が
定
ま
り
ま
し
 

た
。
た
だ
し
、
水
道
料
金
の
徴
収
 

は
十
一
月
分
の
使
用
水
量
か
ら
徴
 

収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
加
 

用
者
が
実
際
に
料
金
を
支
払
，
【
皿
 

は
＋
二
月
か
ら
と
な
り
ま
す
変
・
 

今
月
は
こ
の
条
例
の
内
容
に
つ
α
 

て
お
し
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。
 

●
水
道
の
工
事
は
、
水
道
課
ま
た
 

は
水
道
課
指
定
工
事
店
へ
。
 

水
道
を
新
し
く
つ
け
た
り
、
増
 

設
の
た
め
家
庭
に
ひ
い
て
あ
る
水
 

道
管
か
ら
散
水
用
の
管
を
の
ば
し
 

た
り
、
蛇
ロ
を
ふ
や
し
た
り
、
メ
 

ー
タ
ー
の
位
置
を
か
え
た
り
、
温
 

水
器
や
湯
沸
器
を
つ
け
た
り
、
ま
 

た
水
道
に
関
す
る
修
繕
を
す
る
と
 

き
は
必
ず
水
道
課
か
水
道
課
指
定
 

の
工
事
店
に
申
し
こ
み
下
さ
い
。
 

自
分
で
勝
手
に
工
事
を
し
た
り
 

資
格
の
な
い
人
に
た
の
ん
だ
り
す
 

る
と
き
れ
い
な
水
が
汚
れ
る
危
険
 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
禁
止
 

さ
れ
て
い
ま
ず
。
 

●
水
道
工
事
の
費
用
は
原
則
と
し
 

て
前
金
払
い
。
 

●
水
道
の
水
は
特
別
の
事
情
が
な
 

い
か
ぎ
り
断
水
、
停
止
す
る
こ
 

と
が
な
い
。
 

水
道
課
で
は
、
日
常
生
活
に
欠
 

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
飲
料
水
を
 

取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
災
害
、
施
 

消

費

生

活

相

談

員

 

う

ま

れ

る

 

経
済
の
発
達
と
と
も
に
私
達
の
 

生
活
も
大
型
消
費
時
代
と
な
り
ま
 

し
た
。
商
店
の
軒
先
に
は
多
種
多
 

様
の
品
物
が
並
び
、
私
達
の
生
活
 

は
裕
福
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
反
面
、
氾
濫
し
た
多
量
の
 

商
品
の
中
に
は
有
害
な
品
も
混
っ
 

て
お
り
、
私
達
消
費
者
は
大
変
な
 

迷
惑
を
被
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
程
県
は
こ
の
よ
う
な
事
態
 

に
対
処
す
る
た
め
、
消
費
者
保
護
 

法
に
基
き
消
費
生
活
相
談
員
を
設
 

設
の
故
障
、
伝
染
病
の
発
生
等
以
 

外
で
は
時
間
給
水
又
は
断
水
す
る
 

こ
と
は
な
い
よ
う
努
め
、
万
一
断
 

水
、
時
間
給
水
を
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
と
き
は
、
前
も
つ
て
お
し
 

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
前
も
っ
て
お
 

し
ら
せ
の
で
き
な
い
事
故
の
と
き
 

は
、
事
故
発
生
F

三
 
に
 
叶
・
 

・
よ
う
に
し
・
・
一
。
た
だ
断
フ
 

時
間
‘
・
刀
 

辰
水
等
に
よ
っ
て
、
 

利
用
者
に
損
害
が
発
生
し
て
も
、
 

町
は
そ
の
貴
任
は
負
は
な
い
こ
と
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

‘

，

血

ザ

ー

、

‘

『

 

鷺
給
水
装
置
は
水
道
利
用
者
の
財
 

、
産
で
あ
る
o
 

家
庭
内
に
ひ
い
て
あ
る
水
道
管
 

は
あ
な
た
の
家
庭
の
財
産
で
す
か
 

ら
管
理
は
厳
格
に
し
て
下
さ
い
。
 

管
理
義
務
を
怠
っ
た
め
生
じ
た
損
 

害
は
水
道
利
用
者
の
負
担
と
な
り
 

ま
す
。
 

●
水
道
料
金
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
 

は
別
表
の
と
お
り
き
ま
る
。
 

水
道
料
金
は
基
本
、
超
過
と
に
 

分
け
、
 

一
般
家
庭
用
、
工
場
用
等
 

用
途
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
 

タ
ー
使
用
料
は
、
現
在
各
家
庭
に
 

取
り
つ
け
て
あ
る
メ
ー
タ
ー
器
が
 

鉱
害
賠
償
に
よ
っ
て
明
治
鉱
業
株
 

式
会
社
が
取
り
つ
け
た
も
の
の
、
 

メ
ー
タ
ー
使
用
料
は
、
徴
収
し
ま
 

せ
ん
が
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
 

て
は
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す。 
●
水
道
料
金
は
ー
ケ
月
ご
と
に
算
 

定
し
ま
す
。
 

●
水
道
課
が
行
う
取
締
に
つ
い
て
 

一
、
水
道
の
水
は
他
に
転
売
し
て
 

は
い
け
ま
せ
ん
。
 

二
、
各
家
庭
の
給
水
管
の
検
査
を
 

致
し
ま
す
。
 

三
、
給
水
管
の
材
料
は
合
格
品
で
 

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
 

四
、
水
道
料
金
を
納
め
な
い
家
庭
 

は
、
水
道
の
水
を
停
止
す
る
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
 

五
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
過
料
 

を
取
ら
れ
ま
す
。
 

m
料
金
等
を
免
れ
よ
う
と
し
た
し
 

て
不
正
の
行
為
を
し
た
と
き
。
 

②
職
員
の
職
務
を
妨
害
し
た
と
き
 

⑧
正
規
の
手
続
を
し
な
い
で
水
道
 

工
事
を
し
た
と
き
。
 

車
の
駐
車
を
禁
止
 

商
店
街
通
り
は
 

申
し
合
せ
に
よ
る
 

交
通
問
題
は
国
民
的
な
課
題
の
 

ー
つ
に
数
え
ら
れ
、
交
通
事
故
は
 

日
増
し
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
内
の
商
店
街
通
り
は
、
 

近
項
車
の
大
型
車
の
通
過
が
目
立
 

っ
て
多
く
な
り
、
特
に
西
鉄
バ
ス
 

や
国
鉄
バ
ス
の
定
期
バ
ス
の
運
行
 

に
支
障
が
で
き
、
当
会
社
よ
り
、
 

運
営
上
危
険
が
あ
る
と
の
申
し
入
 

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
対
策
と
 

し
て
、
交
通
事
故
の
発
生
を
防
い
 

だ
り
交
通
難
を
緩
和
す
る
た
め
に
 

赤
池
町
交
通
安
全
協
会
や
商
工
会
 

や
関
係
地
区
住
民
と
協
議
し
ま
し
 

た
、
そ
の
結
果
次
の
通
り
駐
車
し
 

な
い
様
に
申
し
合
せ
し
ま
し
た
の
 

定
し
、
消
費
生
活
に
関
す
る
い
ろ
 

ん
な
苦
情
や
意
見
を
処
理
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

本
町
で
は
、
左
記
の
方
が
消
費
 

生
活
相
談
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
 

平
素
か
ら
持
っ
て
お
ら
れ
る
色
々
 

な
苦
情
は
、
こ
の
方
に
御
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

森
千
代
子
（
赤
池
町
大
字
上
野
 

鋤
木
田
）
現
在
、
赤
池
町
民
 

生
委
員
を
し
て
い
る
。
 

中
村
千
鶴
（
赤
池
町
大
字
赤
池
 

東
組
）
現
在
、
赤
池
町
婦
人
 

会
副
会
長
を
し
て
い
る
。
 

郡
民
体
育
大
会
で
 

木
村
氏
が
表
彰
さ
れ
る
 

木村氏 

田
川
郡
民
体
育
大
会
が
八
月
一
一
 

日
添
田
町
で
九
カ
町
村
の
郡
民
が
 

集
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
 

席
で
赤
池
町
体
育
協
会
役
員
の
 

（
木
村
伴
太
郎
氏
）
が
体
育
功
労
 

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
の
理
由
は
昭
和
三
十
年
に
 

県
が
市
町
村
に
委
嘱
し
た
体
育
指
 

導
員
を
六
年
間
、
青
少
年
の
柔
道
 

指
導
に
、
以
来
町
が
委
嘱
し
た
体
 

育
指
導
員
を
八
年
間
、
町
の
青
少
 

年
ス
ポ
ー
ッ
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
 

功
績
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
表
彰
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

木
村
氏
は
体
育
協
会
発
足
と
同
 

時
に
各
種
競
技
、
大
会
の
開
催
や
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
た
ゆ
ま
 

ざ
る
活
動
を
続
け
て
に
ら
れ
ま
し
 

たo 

、 
二
 
二J
:G 

ス
ボ
ー
ツ
振
興
法
の
制
定
に
よ
 

り
社
会
体
育
の
必
要
性
が
さ
け
ぼ
 

れ
て
い
る
今
日
、
今
回
の
表
彰
を
 

機
会
に
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
 

ま
す
．
 

行

政

相

談

週

間

 

の

お

知

ら

せ

 

役
所
を
相
手
の
苦
情
や
相
談
や
 

意
見
が
あ
る
が
ど
う
も
関
係
役
に
 

申
し
出
に
く
い
と
か
、
ど
こ
に
申
 

し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
 

云
う
方
は
遠
慮
な
く
ロ
頭
で
左
記
 

へ
申
し
出
下
さ
い
。
 

申
 
出
 
先
 

赤
池
町
猿
田
の
 

行
政
相
談
員
木
村
伴
太
郎
氏
又
は
 

福
岡
市
博
多
駅
東
二
丁
目
十
一
番
 

一
号
 

九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
 

政
相
談
所
へ
申
し
出
下
さ
い
。
 

な
お
行
政
管
理
庁
に
お
き
ま
し
 

て
は
十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
 

で
の
一
週
間
を
行
政
相
談
週
間
と
 

し
て
、
皆
様
に
行
政
相
談
の
、
主
 

旨
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
 

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
赤
池
 

で
関
係
者
に
は
ご
協
力
下
さ
い
ま
 

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

駐
車
し
な
い
区
間
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

④
武
末
鍛
治
屋
よ
り
 
O
本
町
曲
 

角
ま
で
 
＠
居
原
酒
店
よ
り
赤
池
 

駅
ま
で
の
区
間
は
、
駐
車
違
反
や
 

町
で
は
こ
の
週
間
中
の
十
月
十
七
 

日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
 

で
赤
池
町
公
民
舘
で
左
記
の
方
た
 

ち
に
よ
り
合
同
相
談
所
を
開
設
い
 

た
し
ま
す
の
で
、
心
配
ご
と
の
あ
 

る
方
は
ご
遠
慮
な
く
申
し
出
下
さ
 

い。 一
、
日
時
 
十
月
十
七
日
午
前
九
 

時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
 

自
主
的
に
駐
車
し
な
い
区
間
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

狭
い
道
路
で
の
駐
車
は
十
分
注
 

意
し
た
り
、
道
路
の
不
法
占
用
等
 

は
し
な
い
様
に
気
を
つ
け
て
下
さ
 

い。 

「
写
真
は
駐
車
禁
止
に
な
つ
 

た
商
店
街
」
 

危
険
物
の
貯
蔵
や
 

取
扱
い
は
適
正
に
 

秋
の
訪
れ
と
と
も
に
火
災
シ
ー
 

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
石
油
ス
ト
l
 

ブ
や
耕
運
機
用
の
白
灯
油
の
取
扱
 

い
が
急
増
い
た
し
ま
す
。
ま
た
混
 

合
油
、
軽
油
、
重
油
等
の
貯
蔵
、
 

取
扱
い
が
急
増
し
ま
す
。
 

小
量
危
険
物
と
は
消
防
法
別
表
 

に
定
め
る
数
量
未
満
の
危
険
物
の
 

こ
と
で
別
添
の
よ
う
な
も
の
が
あ
 

り
ま
す
。
別
添
に
掲
げ
な
い
数
量
 

一
、
場
所
 
赤
池
町
公
民
舘
 

一
、
相
談
に
応
ず
る
方
々
は
地
元
 

の
人
権
擁
護
委
員
 
松
井
 

猛
 

調
停
員
 

荒
木
 
利
雄
 

全
 

太
田
 
達
彦
 

全
 

定
宗
 
美
義
 

行
政
相
談
委
員
 
木
村
伴
太
郎
 

以
 
上
 

田

川

署

 へ
 
直

通

で

き

る

 

「一 

一 

〇
 
番」 

十
月
十
五
日
か
ら
赤
池
町
で
も
 

本
署
（
田
川
営
業
署
）
直
通
の
一
 

一
〇
番
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
ま
で
赤
池
町
か
ら
か
け
る
 

警
察
へ
の
電
話
は
全
部
赤
池
派
出
 

所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
件
 

事
故
な
ど
緊
急
な
電
話
は
直
接
本
 

署
（
田
川
警
察
署
）
に
通
報
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
 

犯
罪
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
対
処
す
る
 

た
め
の
も
の
で
、
パ
ト
カ
ー
や
本
 

署
の
刑
事
、
交
通
警
察
官
が
、
い
 

ち
早
く
、
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
 

う
に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
ま
た
、
緊
急
電
話
で
な
 

い
も
の
や
、
赤
池
派
出
所
に
用
件
 

が
あ
る
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
、
 

赤
池
派
出
所
と
直
接
通
話
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
の
で
今
後
警
察
へ
 

の
電
話
は
次
の
よ
う
に
区
別
し
て
 

局
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

※
電
話
申
し
込
み
の
要
領
 

緊
急
な
電
話
「
】
一
〇
番
」
と
 

い
っ
て
下
さ
い
。
 

必
赤
池
派
出
所
に
用
件
の
電
話
は
 

「
赤
池
派
出
所
と
」
言
っ
て
下
さ
 

Lv ⑥
一
一
〇
番
の
か
け
方
 

ど
ん
な
に
急
ぐ
と
き
で
も
、
お
 

ち
つ
い
て
次
の
こ
と
を
は
っ
き
り
 

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

一
、
事
件
名
（
け
ん
か
、
交
通
事
 

故
、
よ
っ
ぱ
ら
い
、
不
審
者
な
 

ど） 

二
、
場
所
、
目
標
（
赤
池
町
甲
野
 

方
〇
〇
学
校
前
、
〇
〇
交
差
点
 

な
ど
）
 

三
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
ま
た
 

は
電
話
番
号
、
そ
の
ほ
か
、
相
 

手
の
警
察
が
尋
ね
る
こ
と
を
簡
 

潔
に
正
し
く
い
っ
て
く
だ
さ
 

い． 
「
事
件
、
事
故
見
た
ら
聞
い
た
ら
 

一
一
〇
番
」
 

着
々
す
す
む
 

小
竹
ー
赤
池
線
 

「
バ
イ
パ
ス
道
」
 

昭
和
四
十
四
年
か
ら
小
竹
ー
赤
 

池
線
の
バ
イ
パ
ス
道
が
昭
和
四
＋
 

六
年
度
を
完
成
目
標
に
工
事
が
順
 

調
に
す
す
ん
で
い
ま
す
。
赤
池
町
 

の
道
路
事
情
も
日
増
し
に
混
雑
 

し
バ
ス
会
社
か
ら
町
や
、
車
の
所
 

有
車
に
運
行
上
の
協
力
を
呼
び
か
 

以
上
の
貯
蔵
、
取
扱
い
に
は
消
防
 

法
及
び
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
火
 

災
予
防
の
目
的
か
ら
次
の
よ
う
な
 

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
 

下
さ
い
。
 

イ
、
消
防
署
ま
た
は
町
村
役
場
消
 

防
係
に
届
け
る
こ
と
。
 

ロ
、
貯
蔵
ま
た
は
取
扱
う
場
所
は
 

屋
外
の
場
所
、
周
囲
に
幅
ニ
メ
ー
 

ト
ル
以
上
（
屋
外
タ
ン
ク
は
ー
メ
 

ー
ト
ル
以
上
）
の
空
地
を
保
有
す
 

る
こ
と
。
 

屋
内
の
場
合
は
壁
・
柱
・
床
・
 

天
井
な
ど
不
燃
材
料
又
は
準
不
燃
 

材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
開
 

口
部
は
防
火
戸
を
設
け
る
こ
と
。
 

換
気
設
備
を
設
け
る
こ
と
。
 

ハ
、
消
火
器
を
一
個
設
置
す
る
こ
 

と。 危
険
物
の
火
災
予
防
は
次
の
要
 

領
で
す
 

・
附
近
に
火
気
を
近
づ
け
な
い
こ
 

ー般に貯蔵 取扱いされている危険物 

と
 

・
夜
間
の
取
扱
い
は
で
き
る
 

だ
け
さ
け
る
こ
と
 

・
消
火
器
を
 

備
え
る
こ
と
 

・
附
近
、
周
囲
に
 

は
可
燃
性
物
品
を
置
か
ぬ
こ
と
。
 

一
般
家
庭
に
は
次
の
事
項
に
注
 

意
し
て
下
さ
い
 

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
倒
れ
に
く
い
 

も
の
を
選
ぶ
こ
と
 

・
点
火
し
た
 

ま
ま
油
の
補
給
は
絶
対
し
な
い
こ
 

と
 

・
ス
ト
ー
ブ
に
接
近
し
て
可
 

燃
物
を
置
か
な
い
こ
と
 

・
倉
庫
 

か
ら
取
り
出
し
て
初
め
て
使
用
す
 

る
と
き
は
芯
、
バ
ル
ブ
等
点
検
清
 

掃
す
る
こ
と
 

・
消
火
器
、
水
バ
 

ケ
ッ
を
必
ず
用
意
し
ま
し
よ
う
。
 

く
わ
し
い
事
は
田
川
消
防
署
予
 

防
課
（
田
川
市
新
町
一
一
ー
六
五
 

電
話
ニ
ー
〇
六
五
〇
）
に
お
尋
ね
 

下
さ
い
。
 

類 別 品 名 小量危険物として 
規制される数量 

許可手続を必要 
とする数量（指 
定数量という） 

“第4類 

ガソ リ ン ッ
ッ
 

U
9
 

0
~
 

り」0 

トル以上 
トル未満 

100リットル 

べンジン 同 上 同 上 

ラッカーシン 
ナー 

同 上 同 上 

白 灯 油 

 ッッ
11 ノ 1I) 

0~ 
0~ ‘ーにJ 

トル以上 
トル未満 500リットル 

軽 油 同 上 同 上 

重 油 

ッッ 
U9 

0~ 
0~ 
4~ nZ 

トル以上 
トル未満 2000リットル 

潤 滑 油 同 上 同 上 

，
警
察
行
政
相
談
 

は
お
気
が
る
に
〉
 

警
察
で
十
月
十
一
日
（
日
）
よ
 

り
十
月
十
七
日
（
土
）
ま
で
行
政
 

相
談
を
行
い
ま
す
。
 

行
政
相
談
の
受
理
は
県
本
部
、
 

総
務
課
広
報
課
広
聴
係
ま
た
は
各
 

警
察
署
や
、
も
よ
り
の
駐
在
所
派
 

出
所
で
行
な
い
ま
す
。
 

け
て
い
る
矢
先
、
こ
の
新
路
線
の
 

開
通
が
待
た
れ
ま
す
。
 

こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
っ
て
町
 

の
交
通
事
情
も
緩
和
さ
れ
る
も
の
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
道
路
は
赤
 

池
派
出
所
の
横
か
ら
ボ
タ
山
の
下
 

を
通
り
、
下
高
尾
、
伏
原
を
ぬ
け
 

て
小
峠
に
結
ば
れ
ま
す
。
小
峠
の
 

頂
上
附
近
は
堀
り
下
げ
ら
れ
な
だ
 

ら
か
な
道
路
に
な
り
ま
す
。
 

企
業
の
誘
致
は
い
ま
〈
ビ
ジ
ョ
 

ンI

の
段
階
で
す
が
、
こ
の
バ
イ
 

パ
ス
の
開
通
に
よ
っ
て
近
い
将
来
 

に
は
誘
致
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

写
真
は
バ
イ
パ
ス
工
事
現
場
 

統
一
地
方
選
挙
の
 

標

語

募

集

 

趣
 
旨
 

明
年
四
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
 

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

地
方
行
政
は
、
私
た
ち
の
生
活
 

に
最
も
身
近
な
公
害
、
道
路
、
教
 

育
、
衛
生
な
ど
の
問
題
を
あ
つ
か
 

っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
に
な
い
手
と
な
る
人
、
そ
 

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ぶ
た
め
 

に
、
ま
た
住
み
よ
い
郷
土
を
築
き
 

地
方
自
治
の
発
展
を
期
す
る
た
め
 

に、 

一
般
有
権
者
に
最
も
ア
ツ
ピ
 

ー
ル
す
る
選
挙
標
語
を
広
く
募
集
 

し
ま
す
。
 

募
集
締
切
 

昭
和
四
＋
五
年
十
月
三
十
一
日
 

当
日
消
印
有
効
 

応
 
募
 

応
募
標
語
は
、
自
作
、
未
発
表
 

に
限
り
ま
す
。
官
製
は
が
き
一
 

枚
に
一
句
を
記
載
し
て
下
さ
い
 

一
人
二
枚
ま
で
と
し
ま
す
。
 

応
募
の
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
 

年
令
、
取
業
を
明
記
し
て
下
さ
 

い。 

賞
 
金
 

一
等
 

一
人
 

三
万
円
 

二
等
 

三
人
 
各
一
万
円
 

三
等
 
十
人
 
各
三
千
円
 

佳
作
 
若
干
名
 
記
念
品
 

た
だ
し
審
査
の
結
果
そ
の
等
級
に
 

当
た
る
標
語
が
な
い
場
合
は
、
そ
 

の
賞
金
に
相
当
す
る
金
額
を
、
そ
 

の
等
以
下
の
等
級
の
数
を
増
加
し
 

て
贈
呈
し
ま
す
。
 

応
募
標
語
の
送
り
先
 

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
 

協
議
会
 

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
一
 

の
六
 

麺
町
会
舘
内
 

〒

 

一

 

〇

一

 

一 



け
 

報
 

広 報 あ か い け 、
 し

 
か
 

す

こ

ぶ

る

元

気

な

 

お
年
寄
り
コ
ニ
百
三
人
」
 

（敬 

老
 

会） 

赤
池
町
敬
老
会
は
九
月
十
五
日
 

赤
池
町
立
中
学
校
体
育
舘
で
ひ
ら
 

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
該
当
者
 

七
十
五
才
以
上
「
三
百
三
人
」
を
 

貸
切
り
バ
ス
二
台
と
役
場
の
車
で
 

中
学
校
体
育
館
へ
ご
案
内
し
ま
し
 

た。 
こ
の
日
は
表
彰
式
の
あ
と
町
内
 

の
保
育
園
児
の
皆
さ
ん
と
婦
人
会
 

員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
を
被
露
 

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 八

十
五
才
以
上
夫
婦
 

（
敬
称
略
す
）
 

品
磐
義
（
M
吐
ぜ
上
野
 

フ
大
久
保
喜
代
太
郎
（
八
十
六
才
）
 

く
大
久
保
ス
ェ
 

ー
八
＋
六
才
＼
 

ヒ
野
 

う
伊
藤
市
太
郎
（
八
十
一
才
一
 

く
伊
薬
カ
ッ
セ
【
八
十
才
」
 

天
郷
荘
 

鼻
一
「
蛇
魔
（
幹
11
1
材）上野 

う
西
郷
里
嘉
造
（
八
十
五
才
一
下
且
 

く
西
郷
里
シ
オ
（
八
十
七
才
、
ー
フ
名
 

晶
篭
隣
（
幹
霧
）
赤
池
 

八
十
八
才
以
上
表
彰
者
 

世
良
 
ト
ョ
（
 91 

才
）
上
小
路
 

野
添
 
タ
ツ
（
 90 

才
）
天
郷
荘
 

田
中
 
王
助
（
 90 

才） 

ル 

横
山
 

ハ
ッ
（
 88 

才） 

ク 

志
手
シ
ョ
ウ
（
 89 

才） 

ガ 

写真は踊りで、お年寄りを慰める保育園児たち 

川
底
 

ュ
キ
（
 94 

才） 

ク 

田
中
 

ツ
ヤ
（
 92 

才
）
常
 
福
 

田
口
キ
ク
ノ
 

（ 88 

才
）
上
里
一
一
 

世
良
 
馬
吉
（
 88 

才） 

小
松
 
セ
ツ
（
 89 

才） 

藤
村
 

ァ
サ
（
 88 

才） 

池
田
 
倉
吉
（
 94 

才） 
西下大上 

組組浦谷 

中
村
 
正
吉
（
 89 

才
）
岩
尾
組
 

木
村
 

キ
ク
（
 88 

才
）
本
 
町
 

池
田
 

ハ
ナ
（
 94 

才
）
稲
荷
町
 

讃
井
 
カ
ッ
（
 90 

才） 

飯
田
 

サ
キ
（
 88 

才） 

佐
藤
 
メ
吉
（
 91 

才） 

橋
田
 

ツ
ル
 
（
糾
才
）
 
車県北東 

道営町町 

少
年
補
導
員
決
ま
る
 

こ
の
ほ
ど
田
川
警
察
署
か
ら
少
 

年
補
導
員
八
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
 

た。 補
導
員
の
任
務
は
地
域
の
青
少
 

年
を
善
導
す
る
こ
と
に
あ
り
、
地
 

区
で
青
少
年
問
題
で
お
因
り
の
方
 

は
補
導
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

補
導
は
次
の
方
々
で
す
。
 

高
盛
芳
雄
（
上
野
）
山
本
宗
彦
（
 

稲
荷
町
）
岩
城
辰
美
 
（
中
町
）
 

太
田
敏
夫
（
市
場
）
森
千
代
子
（
 

上
野
）
藤
掛
修
一
（
伏
原
）
平
川
 

光
俊
（
市
場
）
大
谷
孝
進
（
西
ケ
 

丘） 本
年
度
の
活
動
方
針
 

こ
れ
ま
で
補
導
員
は
、
青
少
年
 

の
非
行
防
止
や
現
場
補
導
に
つ
と
 

め
て
来
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
 

一
般
住
民
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
 

め
る
こ
と
か
ら
、
広
報
機
関
を
通
 

じ
て
啓
発
事
業
と
現
場
補
導
の
ー
ー
 

つ
の
柱
で
推
進
す
る
方
針
を
た
て
 

ま
し
た
。
 ×

 

x 

高
等
訓
練
生
募
る
 

飯
塚
総
ム
旦
局
等
取
業
訓
練
所
で
 

は
訓
練
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
 

す。 
こ
の
学
校
は
、
取
業
訓
練
法
に
 

基
づ
く
高
度
の
知
識
と
技
術
と
を
 

習
得
さ
せ
、
産
業
界
の
技
術
革
新
 

に
即
応
す
る
技
能
者
を
養
成
す
る
 

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

一
、
応
募
資
格
 

中
学
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
卒
 

業
見
込
者
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
 

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
 

認
め
ら
れ
る
者
、
身
体
強
健
で
あ
 

り
、
か
つ
将
来
に
お
い
て
産
業
界
 

の
指
導
的
技
能
者
た
ろ
う
と
す
る
 

者。 ニ
、
募
集
人
員
 

m
機
械
製
図
科
 

十
五
名
 

同
自
動
車
整
備
科
 
十
五
名
 

三
、
出
願
受
付
 

期
日
 

第
一
次
 
昭
和
四
十
五
年
十
二
 

月
一
日
（
火
）
 

昭
和
四
十
六
年
一
月
 

今月 の衛生行事 

一一十
1
1
一
日
（
土
）
 

第
二
次
 
昭
和
四
十
六
年
二
月
 

八
日
（
月
）
 

昭
和
四
十
六
年
三
月
 

ニ
十
三
日
 
（火） 

四
、
合
格
者
発
表
 

①
日
時
 
第
一
次
昭
和
四
十
六
 

年
二
月
二
日
 
（土） 

の
第
二
次
 
昭
和
四
十
六
年
1
1
一 

月
二
十
九
日
（
月
）
 

く
わ
し
い
事
は
役
場
社
会
係
に
 

お
た
づ
ね
下
さ
い
 

税
務
課
だ
よ
り
 

,

！

、

，

，

、

、

、

、

？

 

＋
月
は
町
県
税
三
期
分
の
納
期
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
？
 

運
動
会
等
で
出
費
多
端
の
こ
と
 

、
存
じ
ま
す
が
月
末
ま
で
納
入
下
 

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

軽
自
動
車
の
廃
車
、
売
買
の
手
 

続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
、
お
 

忘
れ
の
方
は
至
急
手
続
き
を
済
ま
 

せ
て
下
さ
い
。
 

タ
バ
コ
は
赤
池
町
内
の
タ
バ
コ
 

店
で
是
非
買
い
ま
し
よ
う
。
 

税
 
務
 
課
 

役

場

 の
 

有

線

電

話

番

号

 

＠
 
総
務
課
・
税
務
課
 

44 

の

9

番
 

⑥
 
産
業
振
興
課
・
民
生
課
 

44 

の

ー

番

 

⑥
 
土
木
課
 

44 

の

2

番
 

＠
 
公
民
舘
 

44 

の

8

番
 

小
峠
通
行
禁
止
 

十
一
月
ニ
十
日
ま
で
 

「
バ
イ
パ
ス
工
事
」
 

小
竹
ー
赤
池
線
の
バ
イ
パ
ス
工
 

事
の
た
め
、
十
月
一
日
よ
り
十
一
 

月
二
十
日
ま
で
通
行
禁
止
し
ま
す
 

こ
の
通
行
禁
止
に
よ
っ
て
、
頴
田
 

小
竹
、
飯
塚
、
福
岡
方
面
へ
の
通
 

行
は
、
直
方
廻
り
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
間
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
 

を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
工
事
に
 

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

10月7日 生ワク投与 

10月9日 乳児険診 

午後1時30分～3時30分まで町公民舘で 

住民レントゲン検診 日時と場所 

10月12日 午前10時～午後3時まで 
老人ホーム 

10月13日 午前10時～午後3時まで 
上野保育所 

午前10時～11時30分まで 
大久保サカキ氏宅前 

午後1時～3時まで 
鋤木田公民舘 

午前10時～午後3時まで 
三区公民舘 

午前10時～11時30分まで 
草場公民舘 

午前10時～午後3時まで 
役場 

午前10~11時30分まで 
高尾公民舘 

午後1時～3時まで伏原公民舘 

午前10時～午後3時まで 
赤池保育所 

午前10時～午後3時まで 
戸次電気商会横 

各場所には検診車が配置されますので、 

時間内に受診されるようお願いします。 

10月14日 

10月】4日 

10月15日 

10月16日 

10月19日 

10月20日 

10月21日 

10月22日 

あ
 


